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航路について考える児童 

2025年 11月 20日 

日本船主協会 企画部広報室 

 

海運の重要性を学校教育の場で 

～昭島市内の小学校で出前授業を実施～ 

 

当協会は、日本の暮らしと産業を支える海運をはじめとする海事産業の重要性を学校教育において取

り上げていただくよう、商船や海事施設等の見学会、授業への協力等に取り組んでおります。 

11月 18日（火）に、東京都昭島市立富士見丘小学校の 5年生約 60名を対象として海運に関する出前

授業を行いましたので、その模様をお知らせします。 

 

授業では、海運が日本の貿易量の 99％以上を担っている事

実と、その重要性について説明しました。私たちの身近な製品

がどこで作られているのか、そしてそれらは全て船で運ばれて

いるため、日本の生活には海運が欠かせないことを伝えまし

た。 

 

次に、身の回りの日用品を多く運んでいるコンテナ船を例に

挙げ、食べ物や衣服等の多くは海外から船で輸入されているこ

と、また運ぶものに応じて様々なコンテナの種類があることをコンテナの模型を使って説明しました。

さらに、アメリカ東海岸やパキスタンから日本へ運ぶ際の航路を、配布した地図に描き込んでもらい、東

海岸からの航路で通過するパナマ運河の仕組みについて動画も交えて解説しました。 

 

 最後に、安全運航に携わっている船員の仕事内容や船上での過ごし方等についても説明すると、児童

たちは興味深く話を聞いてくれました。 

 

  

 

授業後には、「コンテナ船の荷物が海に落ちたらどうするのか」「運河は世界各地にあるのか」「海賊は



本当にいるのか」等々、児童たちからたくさんの質問が出て、海運や船に強く関心を持ってくれた様子で

した。 

 

当協会は、出前授業等を通じて、海運をはじめとした海事産業を学校教育において取り上げていただけ

るよう引き続き活動を展開してまいります。  

 

以上 


